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予
算
編
成
方
針
と
し
て
、
わ
が

町
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
事
情
の
も
と
、
歳
出
全
般

に
わ
た
り
事
務
事
業
の
見
直
し
と

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
こ
と
を
旨

と
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
規

模
は
、
百
三
十
億
七
百
五
十
万
六

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
、
私
が
掲

げ
て
お
り
ま
す
﹁
見
え
る
町
政
、

創
ろ
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
﹂
を
指
針

に
五
つ
の
項
目
を
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
順
を
追
っ
て
主
な
内
容
を

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
庄
港
周
辺
の
整
備
事
業
と
し

て
、
西
土
庄
港
線
整
備
事
業
、
土

庄
港
整
備
事
業
は
、
本
年
度
で
完

了
し
、利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、

環
境
と
の
調
和
や
景
観
対
策
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
和
の
群
像

の
補
修
を
行
い
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
高
松
市
、

直
島
、
小
豆
島
を
会
場
と
し
た
瀬

戸
内
国
際
こ
ど
も
映
画
祭
を
八
月

に
実
施
し
、
瀬
戸
内
圏
か
ら
映
画

を
通
じ
平
和
と
希
望
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、文
化
芸
術
の
振
興
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
実
施
い
た
し
ま
し
た
小
豆

島
石
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
継

承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
石
の
歴

史
遺
産
調
査
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

有
用
な
人
材
確
保
を
は
か
り
移
住

交
流
を
推
進
す
る
た
め
移
住
促
進

支
度
金
制
度
を
定
め
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
す
ば

ら
し
い
島
の
豊
か
な
自
然
を
残
す

た
め
に
国
立
公
園
園
地
維
持
管
理

事
業
、
高
見
山
生
活
環
境
保
全
林

整
備
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

渕
崎
都
市
下
水
路
整
備
事
業
、
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
拡
大
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
瀬
戸
内
海
の
水
質
の
浄
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
ご
み

分
別
収
集
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
試
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

豊
島
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
電

動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
の
島
々
や
沿
岸
市
町

の
団
体
を
中
心
に
オ
リ
ー
ブ
の
苗

木
を
贈
呈
し
、
豊
か
な
瀬
戸
内
海

の
里
山
再
生
を
行
う
た
め
オ
リ
ー

ブ
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
協
議
を
行
い
重

岩
周
辺
の
環
境
整
備
を
支
援
し
、

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
、
雇
用
の
安
定
化

の
た
め
に
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

や
融
資
預
託
金
事
業
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
雇
用
の
創

造
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
企
業
の
誘
致
に

向
け
て
継
続
し
て
協
議
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
農

業
振
興
に
向
け
、
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
、
棚
田
地
域
等
保

全
活
動
支
援
事
業
、
中
山
間
直
接

支
払
事
業
、
お
よ
び
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
牛
研
究
会
に

補
助
を
行
い
、
香
川
県
と
協
力
し

オ
リ
ー
ブ
の
付
加
価
値
を
つ
け
た

　
﹁
オ
リ
ー
ブ
牛
﹂
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
生
産
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
か
な
緑
と
水
を
育
む
森
林
作

り
を
目
指
し
て
、
緑
の
ダ
ム
整
備

事
業
、
松
く
い
虫
防
止
事
業
、
森

林
整
備
・
林
業
再
生
事
業
、
有
害

鳥
獣
対
策
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
や
地
元
団
体
の
活
動
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
す
。
土

庄
町
な
ら
で
は
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
生
か
し
地
域
の
活
力
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

活
性
化
支
援
事
業
を
行
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
交
通
総
合
連
携
計
画
実
施

の
た
め
小
豆
島
地
域
交
通
協
議
会

に
補
助
を
行
い
地
域
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
豊
島
地
区
に
お
き
ま
し
て

は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
実
証
運
行
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
促
し

交
通
事
故
防
止
と
公
共
交
通
の
利

用
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
利
用
者
が
減
少
し
て

お
り
、
香
川
県
や
周
辺
市
町
な
ど

も
含
め
、
航
路
維
持
対
策
の
検
討

を
行
い
国
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
改
良
工
事
、舗
装
工
事
、

お
よ
び
生
活
排
水
施
設
整
備
工
事

な
ど
の
生
活
関
連
施
設
整
備
事
業
、

災
害
防
止
の
た
め
急
傾
斜
崩
壊
防

止
事
業
、
自
然
災
害
防
止
事
業
お

よ
び
水
路
局
部
改
良
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
馬
越
港
整
備
事
業

も
引
き
続
き
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

第
五
の
柱

行
政
の
効
率
化

第
二
の
柱

第
三
の
柱

第
四
の
柱

第
一
の
柱

共
に
生
き
る

　
社
会
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全

地
域
振
興

第
五
の
柱

行
政
の
効
率
化

第
二
の
柱

第
三
の
柱

第
四
の
柱

第
一
の
柱

共
に
生
き
る

　
社
会
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全

地
域
振
興

五
つ
の
柱

平
成
二
十
三
年
度

予
算
の
概
略

　３月３日、岡田町長は３月定例議会において、平成２３年度の
町政を進めるにあたっての基本的な考え方を表明しました。その
あらましをお知らせします。
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進
す
る
た
め
に
、
住
ま
い
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
を
行
う
方
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
大
鐸
小
学
校
校
舎
を
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
耐
震
化
改
修
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
大
部
小

学
校
跡
地
に
つ
い
て
も
、
大
部
公

民
館
の
建
設
を
行
い
地
域
の
防
災

拠
点
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

土
庄
東
港
に
は
、
救
急
患
者
、

災
害
時
の
搬
送
、
輸
送
な
ど
を
行

う
た
め
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨

時
離
着
場
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

瀬
戸
・
高
松
広
域
定
住
自
立
圏

事
業
に
よ
り
、
土
庄
町
の
病
院
か

ら
高
松
市
内
病
院
へ
の
重
症
患
者

搬
送
に
つ
い
て
は
、
高
松
市
の
救

急
艇
利
用
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

周
知
を
行
い
、
土
砂
災
害
時
の
被

害
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
に
対
す
る
総
合
防
災
訓
練

に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
防
災
力
の
向
上

を
図
る
よ
う
自
主
防
災
組
織
活
動

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、
安
全

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

に
計
画
的
に
老
朽
管
の
敷
設
替
え

や
新
設
に
よ
り
漏
水
等
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
肥
土
山
浄
水
場
の

更
新
は
、
用
地
の
確
保
、
お
よ
び

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
、
土
庄
町
に
住
み

続
け
、
子
育
て
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
豊
か
で
賑
わ

い
の
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助
成
、
妊

婦
健
診
の
助
成
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
い

金
、
お
よ
び
す
こ
や
か
手
当
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
と
範
囲
を
拡

大
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

出
会
い
の
場
が
な
い
と
い
う
人

に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
を
期
待
し
た
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場
提
供
事
業
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、

統
合
小
学
校
建
設
に
向
け
た
地
権

者
と
の
用
地
交
渉
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
二
十
六
年
度
開
校
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
外
国
語

指
導
助
手
を
配
置
し
、
言
語
や
文

化
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

は
、
地
域
全
体
で
学
校
教
育
を
支

援
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教

室
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
児

童
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
健
全
な

育
成
に
向
け
、
土
庄
町
杯
西
日
本

中
学
生
剣
道
大
会
、
小
豆
島
フ
レ

ト
ピ
ア
カ
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
親
子
交
流
、
育
児
不
安
に
対

す
る
相
談
、
子
育
て
講
座
の
開
催

な
ど
を
行
い
、
子
育
て
の
不
安
感

等
を
緩
和
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
に
配
慮
い
た
し
ま
す
。
病

児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
が
病
気
の
際
に
一
時
的
に

預
か
る
こ
と
で
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
に
配
慮
い
た
し
ま

す
。

　

障
が
い
を
も
つ
人
や
高
齢
者
を

は
じ
め
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
自
立
で
き
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
の
実
現
を
目
指
し
第
二
次
地
域

福
祉
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
で
は
、
第
三
期

障
害
福
祉
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
で
一

貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
町
単
独
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
児
童
障
害
福
祉
年

金
の
支
給
や
心
身
障
害
者
扶
養
共

済
掛
金
の
助
成
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見

直
し
新
た
な
計
画
を
策
定
し
高
齢

者
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
二
次
予
防
事
業
対
象
者
が

要
介
護
状
態
へ
移
行
す
る
こ
と
を

予
防
す
る
た
め
、
介
護
予
防
に
関

す
る
活
動
の
普
及
啓
発
や
地
域
に

お
け
る
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
が
い

者
、
高
齢
者
の
自
宅
訪
問
に
よ
る

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

保
健
医
療
に
関
し
ま
し
て
は
、

が
ん
検
診
等
の
検
診
事
業
、
健
康

維
持
の
た
め
の
健
康
増
進
事
業
、

予
防
接
種
事
業
を
実
施
し
将
来
的

な
疾
病
軽
減
を
は
か
る
た
め
の
支

援
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
島
地
区
、
大
部
地
区
に
お
い

て
は
、
土
庄
中
央
病
院
の
へ
き
地

巡
回
診
療
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
豊
島
地
区
で
香
川
県

歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
離
島

歯
科
巡
回
診
療
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

修
学
資
金
貸
付
事
業
を
実
施
し
、

医
療
分
野
の
人
材
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
庄
中
央
病
院
は
、
高
度
先
進

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
医
療

情
報
の
確
保
や
医
療
設
備
の
整
備

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
携
を
は
か
り
人
材
確
保
と

資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
経
費
の
増
加
を
抑
制
し
、

医
療
収
益
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

歳
入
の
確
保
と
行
政
の
ス
リ
ム

化
・
効
率
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

土
庄
町
総
合
計
画
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、
第
六
次
土
庄
町
総
合

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

債
権
管
理
の
一
元
化
を
行
い
税

を
含
め
た
債
権
の
徴
収
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
民
営
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
尿
収
集
の
民
間
委
託
を
拡
大
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
会
の
開
催
お
よ
び
参
加
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
香
川
県
へ
職
員

の
派
遣
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
事
業
、
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
継
続
し
て

実
施
い
た
し
ま
す
。
小
豆
島
町
と

協
議
を
行
い
、
島
内
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
町
政
は
住
民
の
皆
様

の
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

住
民
本
位
の
行
政
を
基
本
と
し
、

健
全
な
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
活

力
あ
る
元
気
な
ま
ち
に
発
展
さ
せ

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
五
の
柱

行
政
の
効
率
化

第
二
の
柱

第
三
の
柱

第
四
の
柱

第
一
の
柱

共
に
生
き
る

　
社
会
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全

地
域
振
興

第
五
の
柱

行
政
の
効
率
化

第
二
の
柱

第
三
の
柱

第
四
の
柱

第
一
の
柱

共
に
生
き
る

　
社
会
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全

地
域
振
興

第
五
の
柱

行
政
の
効
率
化

第
二
の
柱

第
三
の
柱

第
四
の
柱

第
一
の
柱

共
に
生
き
る

　
社
会
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全

地
域
振
興
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歳出

投資的経費
　8億9，367万円
（13.6％）

消費的経費
56億8，633万円
（86.4％）

　6，463万円
（1.0％）

その他
　8億
　2，904万円
（12.6％）

普通建設事業費
　4億
　7，846万円
（7.3％）

その他
　6億
　6，369万円
（10.0％）

扶助費
　8億
　6，019万円
（13.1％）

公債費

物件費
　13億
　 966万円
（19.9％）

補助費等
　14億
　3，568万円
（21.8％）

人件費
　9億
　3，865万円
（14.3％）

8，000万円

一般会計　　　億65

民生費　26.8％
17億6，026万円

総務費　13.3％
8億7，266万円

衛生費
　11.0％
　7億2，156万円

公債費　13.1％
　8億6，019万円

教育費　15.4％
　10億1，117万円

土　木　費　9.4％　6億1，907万円
消　防　費　4.6％　3億 758万円
農林水産業費　2.4％　1億5，994万円
議　会　費　1.8％　1億1，937万円
商　工　費　1.7％　1億1，114万円
労　働　費　0.4％　 3，166万円
予　備　費　0.1％　 500万円
災害復旧費　0.0％　 40万円

使用料及び手数料　 3.1％　2億 337万円
諸　　収　　入　 2.3％　1億4,963万円
繰　　入　　金　 2.2％　1億4,227万円
分担金及び負担金　 1.4％　 9,186万円
財　産　収　入　 0.5％　 3,280万円
そ　　の　　他　 0.8％　 5,015万円

町　税　23.2％
15億2，886万円

地方交付税　37．7％
24億8，000万円

町債　9．7％
6億3，890万円

地方譲与税　1.2%
7，800万円

県支出金　6.6％
　4億3,742万円

地方特例交付金
0.1％　750万円自動車取得税交付金

0.3％
1,820万円

地方消費税
交付金　2.4％
1億5,760万円

国庫支出金　8.4％
5億5,014万円

利子割交付金　0.2％
1，330万円

依存財源
　66.6%
　　43億8,106万円

　　自主財源
　33．4％
21億9，894万円

8，000万円

一般会計　　　億65

歳　出総額　130億 1，879万円
簡 易 水 道 事 業
国民健康保険事業
港 湾 整 備 事 業
宅 地 造 成 事 業
大 鐸 財 産 区 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
福祉サ−ビス事業
後期高齢者医療事業
大 部 財 産 区

■特別会計予算
2，538万円

18億9，687万円
1億6，849万円
9，558万円
1，032万円
2，323万円

14億2，443万円
1億1，038万円
2億3，982万円
1，128万円

40億　578万円

水 道 事 業
病 院 事 業

5億7，515万円
18億5，786万円

■企業会計予算 24億3，301万円

◆性質別歳出◆

平成23年度予算
　本年度の一般会計予算は、総額65億8千万円
で、前年度に比べて4千8百万円、率にして0.7％
の減となりました。
　厳しい経済情勢の中、施策の重点・効率化を
進める中で、「ゆるやかに、美しく成熟する社
会への出発」の実現に重点を置き、事業の緊急
性を考慮して、年間総合予算として編成しまし
た。
　３月議会定例会で可決、成立しましたので、
そのあらましをお知らせします。

用
語
一
口
メ
モ
①

　
【
一
般
会
計
】
　

地
方
公
共
団
体
の
行
政
運
営
の
基

　
　
　
　
　
　
　

本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

　
【
特
別
会
計
】
　

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
一
般

　
　
　
　
　
　
　

の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て
別
個
に

　
　
　
　
　
　
　

処
理
す
る
た
め
の
会
計

　
【
企
業
会
計
】
　

水
道
や
病
院
な
ど
、
事
業
収
益
に

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
企
業
方
式
で
経
営
す
る
会
計

　
【
自
主
財
源
】
　

町
税
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
自
ら

　
　
　
　
　
　
　

の
手
で
徴
収
ま
た
は
収
納
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　

も
の

　
【
依
存
財
源
】
　

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
町

　
　
　
　
　
　
　

債
（
借
入
金
）
な
ど
他
か
ら
の
収

　
　
　
　
　
　
　

入
に
よ
る
も
の
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8，000万円

一般会計　　　億65

民生費　26.8％
17億6，026万円

総務費　13.3％
8億7，266万円

衛生費
　11.0％
　7億2，156万円

公債費　13.1％
　8億6，019万円

教育費　15.4％
　10億1，117万円

土　木　費　9.4％　6億1，907万円
消　防　費　4.6％　3億 758万円
農林水産業費　2.4％　1億5，994万円
議　会　費　1.8％　1億1，937万円
商　工　費　1.7％　1億1，114万円
労　働　費　0.4％　 3，166万円
予　備　費　0.1％　 500万円
災害復旧費　0.0％　 40万円

使用料及び手数料　 3.1％　2億 337万円
諸　　収　　入　 2.3％　1億4,963万円
繰　　入　　金　 2.2％　1億4,227万円
分担金及び負担金　 1.4％　 9,186万円
財　産　収　入　 0.5％　 3,280万円
そ　　の　　他　 0.8％　 5,015万円

町　税　23.2％
15億2，886万円

地方交付税　37．7％
24億8，000万円

町債　9．7％
6億3，890万円

地方譲与税　1.2%
7，800万円

県支出金　6.6％
　4億3,742万円

地方特例交付金
0.1％　750万円自動車取得税交付金

0.3％
1,820万円

地方消費税
交付金　2.4％
1億5,760万円

国庫支出金　8.4％
5億5,014万円

利子割交付金　0.2％
1，330万円

依存財源
　66.6%
　　43億8,106万円

　　自主財源
　33．4％
21億9，894万円

8，000万円

一般会計　　　億65総額　130億 1，879万円歳　入

◆町税の内訳◆

特別土地保有税
0万円

（0.0％）

入　湯　税
2,288万円
（1.5％）

軽自動車税
4,288万円
（2.8％）

固定資産税
7億1,903万円
（47.0％）

たばこ税
1億 91万円

（6.6％）

町　民　税
6億4,316万円
（42.1％）

第１章　賑わいのあるまち
　第１節　いきいきと活力あるまち
　　・農業振興地域整備計画推進事業	 	 	 484万円
　　・戸別所得補償制度導入推進事業	 	 	 81万円
　　・松くい虫防除事業	 	 280万円
　　・漁港ストックマネジメント事業	 150万円
　　・単県漁港改良事業	 	 414万円
　　・瀬戸内国際こども映画祭事業	 1，347万円
　　・コールセンター企業誘致事業	 	 335万円
　　・消費者行政活性化事業	 	 	 88万円
　第２節　個性がいきづく集いのまち
　　・元気な島づくり支援事業	 	 	 20万円
　　・離島振興事業	 	 5，865万円
　　・河川等改良事業	 	 	 745万円
　　・自然災害防止事業	 	 	 750万円
　　・急傾斜崩壊防止事業	 	 1，001万円
　　・独身男女出会いの場提供事業	 	 27万円
　　・町道新設改良事業	 	 4，168万円
　　・西土庄港線整備事業	 	 2，605万円
　　・橋りょう長寿命化事業	 	 	 400万円
　　・馬越港整備事業	 1億2，159万円
　　・土庄港整備事業	 1億 135万円
第２章　安らぎのあるくらし
　第１節　一人ひとりが支え支えられるまち
　　・予防接種事業	 	 1，393万円
　　・がん検診事業	 	 	 607万円
　　・子宮頸がん等ワクチン接種促進助成事業	 1，591万円
　　・地域活性化支援事業	 	 	 501万円
　　・老人ホーム入所措置事業	 1億1，595万円
　　・心身障害者等医療費支給事業	 	 4，129万円
　　・乳幼児医療費支給事業	 	 1，863万円
　　・子育て支援対策臨時特例基金事業	 1，088万円
　　・病児・病後児保育事業	 	 	 665万円
　　・離島救急輸送事業	 	 	 112万円
　第２節　魅力ある快適なまち
　　・し尿収集民間委託事業	 	 1，900万円
　　・民間住宅耐震対策支援事業	 210万円
　　・小海浜住宅建替事業	 	 5，815万円
　　・合併浄化槽設置補助事業	 	 1，883万円
　　・渕崎都市下水路整備事業	 	 6，117万円
　　・消防団運営事業	 	 1，280万円
　　・ハザードマップ作成事業	 	 130万円
　　・交通安全対策事業	 	 259万円
第３章　風格のある輝き
　第１節　人が輝き尊重しあえるまち
　　・人権対策推進事業	 	 	 746万円
　　・学力向上総合推進事業	 	 	 639万円
　第２節　生涯学びみんなで人を育むまち
　　・旧大鐸小学校校舎改修事業	 1億 331万円
　　・大部公民館建設事業	 1億3，361万円
　　・放課後子ども教室事業	 	 1，622万円
　　・ALT（外国語指導）事業	 	 453万円
　　・奨学資金貸付事業	 	 	 432万円
　　・小学校建設事業	 	 6，202万円
　　・文化財保護事業	 	 	 88万円
第４章　計画推進のために
　第１節　計画実現の方策
　　・広報発行事業	 	 	 671万円
　第２節　計画の進行管理
　　・受託統計調査事業	 	 	 137万円

今年はこんな事業をします

用
語
一
口
メ
モ
②

　

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
学
校

　

な
ど
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
に
要

　

す
る
経
費

　

【
人
件
費
】職
員
や
特
別
職
の
給
与
、

　

議
員
・
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど

　

【
補
助
費
等
】
各
事
業
や
団
体
へ
の

　

補
助
金
や
負
担
金

　

【
物
件
費
】
消
耗
品
、
臨
時
職
員
賃

　

金
、
業
務
委
託
料
な
ど
の
消
費
的

　

性
質
の
経
費

　

【
公
債
費
】
町
の
借
金
の
元
金
、
利

　

子
返
済
に
要
す
る
経
費

　

【
扶
助
費
】
医
療
費
な
ど
社
会
保
障

　

制
度
の
一
環
と
し
て
法
令
に
基
づ

　

き
支
出
さ
れ
る
経
費

ゆるやかに、
美しく成熟する社会への出

たび

発
だち
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　３月11日に発生した東北地方太平洋沖
地震で被災された方々を支援するため次
の場所で義援金箱を設置しております。
皆さまのご支援をよろしくお願いします。

○受付場所○　土庄町役場福祉課
　　　　　　　中央公民館
　　　　　　　各地区公民館
　　　　　　　やすらぎプラザ
　　　　　　　土庄中央病院
　　　　　　　フレトピアホール
　　　　　　　中央図書館

○受付時間○　８時30分〜 17時

　いただいた義援金は、日本赤十字社を
通じて被災地へ送金する予定としており
ます。

【問い合わせ先】
　町役場福祉課　☎62−7002

　運転免許証を自主的に返納した高齢者に対し
て、交通事故の防止と公共交通の利便性の向上の
観点から、路線バスなどで利用できるオリーブ
IruCa カード１万円分および写真付き住民基本台
帳カードを交付します。
　１．対象者
　土庄町の住民基本台帳に記載されている満年齢
65歳以上の方で平成23年４月１日以降に運転免許
証の自主返納をした方。
　２．申請の方法
　運転免許の取消通知書（写し可）または返納前の
運転免許証の写しを添えて町役場住民環境課備え
付けの交付申請書により申請してください。
　

【問い合わせ先】
　　　町役場住民環境課　☎62−7003
　　　町役場企画課　　　☎62−7014

運転免許証自主返納支援制度を
開始します東北地方太平洋沖地震

義援金のお願い

　

三
月
十
一
日
、
十
四
時
四
十

六
分
、
未
曽
有
の
大
地
震
と
大

津
波
が
東
日
本
と
そ
の
太
平
洋

沿
岸
を
襲
い
ま
し
た
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九・〇
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
千
倍
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
そ
の
上
十
五
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
大
津
波
で
、
災
害

一
週
間
後
、
死
者
は
阪
神
淡
路

大
震
災
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の

上
不
明
の
方
々
が
一
万
人
以
上

と
。

　

心
か
ら
お
見
舞
い
と
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

町
と
し
て
も
応
援
、
援
助
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
次
義
援
金
百
万

円
を
町
と
し
て
日
本
赤
十
字
社

へ
送
金
し
、
現
在
土
庄
町
役
場

や
中
央
病
院
、
各
地
区
公
民
館

に
義
援
金
募
金
箱
を
置
き
、
町

民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
庄
町
役
場
に
お
い

て
救
援
物
資
の
ご
寄
付
窓
口
を

設
け
、
紙
お
む
つ
や
バ
ス
タ
オ

ル
、
飲
料
水
な
ど
の
受
付
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

人
的
援
助
と
し
て
、
小
豆
消

防
か
ら
二
名
派
遣
し
、
ま
た
、

町
職
員
も
今
後
派
遣
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
方
々
で
、

希
望
が
あ
れ
ば
県
を
通
し
て
申

し
込
み
を
い
た
だ
く
た
め
の
住

宅
を
提
供
す
る
準
備
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
さ
ま
も
早
く
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
回
復
し
、
安
定

し
た
生
活
と
元
気
を
取
り
戻
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　

土
庄
町
も
こ
の
教
訓
を
生
か

し
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
超
え
た

災
害
へ
の
対
応
、
防
災
意
識
の

向
上
、
指
揮
命
令
、
正
確
で
迅

速
な
情
報
の
伝
達
、
災
害
の
拡

大
防
止
、
食
糧
の
備
蓄
な
ど
の

整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
、
助
け
合
い

の
心
、
耐
え
る
気
、
命
の
大
切

さ
を
教
訓
と
し
て
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

頑
張
れ
日
本
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　瀬戸・高松広域定住自立圏の協定により、島しょ部の救急搬送体制の充実を目指し、高松市が１月
から導入している救急艇が、４月１日から、小豆島と直島でも利用できるようになりました。
　これまで、島外へ救急搬送が必要になった場合、昼間であれば、定期フェリー、香川県防災ヘリを
使用し、夜間は、民間海上タクシー、小豆島海上保安署へ依頼し、高松港へ患者を搬送していました
が、今後は、高松市の救急艇を利用できます。
　どの手段で搬送するかは、担当医師により判断することになりますが、必要に応じて町から高松市
へ出動を要請することにより、高松港への救急搬送を行うことになります。

【主要装備】　酸素吸入装置、人口呼吸器、吸引器、
　　　　　　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）など

【係留場所】　高松市消防局北消防署朝日分署北側港湾
【船　　体】　18．8メートル　　19トン
【定　　員】　18名
【乗船桟橋】　土庄港、池田港、草壁港
【利用可能時間】24時間利用可能

 【問い合わせ先】　町役場総務課　☎62−7000

高松市救急艇（せとのあかり）の概要

高松市救急艇〝せとのあかり〟が、4月1日から利用可能となりました

　

土
庄
町
で
は
、
人
口
減
少
対

策
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
に
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
、
移
住
に
際
し
て

最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
住
宅

の
確
保
が
難
し
く
、
移
住
者
に

貸
す
こ
と
が
で
き
る
空
き
家
が

非
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
で
、

貸
し
て
も
よ
い
と
思
う
方
は
、

ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
空
き
家
と
し
て
の
提

供
の
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
空
き
家
を
管
理
し
て
い
る
方

　

が
近
く
に
い
る
。

︵
不
動
産
業
者
を
含
む
。︶

・
所
有
者
な
ど
が
明
確
で
あ
り
、

　

相
続
な
ど
の
手
続
き
が
済
ん

　

で
い
る
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
役
場
企
画
課

☎
６
２
︱
７
０
１
４

空
き
家
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　町税などの滞納債権の整理や回収業務を強
化するため、町役場税務課内に、債権管理室
を新設しました。

債権管理室を設置

　

人
口
減
少
対
策
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
進
め
て
い
る
移
住

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
島
外
か
ら
の
移

住
者
に
対
し
、
支
度
金
を
支

給
し
ま
す
。

　　
１
．
対
象
者

　　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
。

①
土
庄
町
空
き
家
バ
ン
ク
の

　

空
き
家
を
取
得
ま
た
は
賃

　

借
し
た
方

②
島
外
か
ら
転
入
し
、
平
成

　

23
年
4
月
1
日
以
後
に
土

　

庄
町
の
住
民
と
な
っ
た
方

③
永
住
を
目
的
と
し
て
い
る

　

方
④
以
前
に
こ
の
交
付
金
の
適

　

用
を
受
け
て
い
な
い
方

　　
２
．
支
援
の
内
容

　　

交
付
金
の
額
は
、
移
住
者

1
人
に
つ
き
5
万
円
と
し
、

1
世
帯
当
た
り
20
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

　　
３
．
申
請
の
方
法

　　

交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
移
住
後
1

年
以
内
に
必
要
な
書
類
を
町

役
場
企
画
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
役
場
企
画
課 　

☎
６
２
︱
７
０
１
４

島
外
か
ら
の
移
住
者
に
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
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山
口
　真
都
さ
ん（
土
庄
中3
年
）

　

第
41
回
香
川
県
中
学
校
柔
道
大

　

会　

女
子
個
人
戦
63
㎏
級

1
位

川
本

　雅
人
さ
ん（
土
庄
中3
年
）

　

第
21
回
香
川
県
相
撲
選
手
権
大

　

会　

軽
量
級　
　
　
　
　

1
位

福
本

　達
雄
さ
ん
（
田
井
）

　
　

平
成
6
年
よ
り
16
年
間
、
土

　

庄
町
体
育
指
導
員
と
し
て
健
康

　

増
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

石
井

　ジ
ツ
ヱ
さ
ん
（
滝
宮
）

　
　

昭
和
61
年
の
開
始
か
ら
24
年

　

間
、
滝
宮
地
区
巡
回
文
庫
の
図

　

書
管
理
、
貸
出
返
却
の
お
世
話

　

を
さ
れ
て
い
る
。

中
岡
　佐
智
子
さ
ん
（
伊
喜
末
）

　
　

平
成
5
年
か
ら
18
年
間
、
土

　

庄
町
婦
人
会
運
営
委
員
を
務
め
、

　

婦
人
会
活
動
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

　

る
。

土
庄
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

第
15
回
四
国
中
学
生
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
選
抜
優
勝
大
会　
　

2
位

土
庄
中
学
校
女
子
剣
道
部

　

第
47
回
香
川
県
中
学
校
新
人
体

　

育
大
会
剣
道
競
技
女
子
団
体　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
位

土
庄
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
部

　

第
21
回
四
国
中
学
校
テ
ニ
ス
新

　

人
大
会　
　
　
　
　
　
　

2
位

三
枝

　智
哉
さ
ん（
土
庄
小6
年
）

　

平
成
22
年
度

　

香
川
県
秋
季
少
年
相
撲
大
会

　

6
年
生
の
部　
　
　
　
　

優
勝

黒
島

　彩
音
さ
ん（
土
庄
中2
年
）

　

全
国
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

　

こ
ど
も
部
門　
　
　
　
　

佳
作

宮
本

　昕
昕
さ
ん（
土
庄
中2
年
）

　

全
国
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

　

こ
ど
も
部
門　
　
　
　
　

佳
作

髙
橋

　勇
人
さ
ん（
豊
島
中2
年
）

　

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画

　

の
部　
　
　
　

香
川
県
知
事
賞

原
田
　あ
か
り
さ
ん（
土
庄
中1
年
）

　

第
50
回
香
川
県
中
学
校
総
合
体

　

育
大
会　

陸
上
競
技
1
年
生

　

女
子
１
０
０
ｍ　
　
　
　

1
位

高
尾
　優
花
さ
ん（
土
庄
中1
年
）

　

平
成
22
年
度
香
川
県
中
学
校
陸

　

上
競
技
記
録
会　

　

1
年
生
女
子
走
幅
跳　
　

1
位

港
　
　里
奈
さ
ん（
土
庄
中3
年
）

　

第
50
回
香
川
県
中
学
校
総
合
体

　

育
大
会　

陸
上
競
技
共
通　
　

　

女
子
８
０
０
ｍ　
　
　
　

1
位

　

3
月
1
日
、
土
庄
町
教
育
委
員

会
表
彰
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
表
彰
は
、
教
育
に
関
係
の

あ
る
研
究
や
実
践
活
動
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
り
、
他
の

模
範
と
な
っ
た
個
人
や
団
体
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
表
彰

状
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
︵
掲
載
は
表
彰
順
。
学
年
お
よ
び

学
校
名
は
、
表
彰
時
。︶

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
22
年
度
教
育
表
彰

個　

人

団　

体

　子育て支援に積極的に取り組んでいる団体などに贈られる　「2010年
度　みんな子育て応援団大賞　知事賞」に、土庄町子育て支援センター
が選ばれました。

　子育て支援センターでは、
０〜３歳の乳幼児や未就園児
とその保護者を対象に、様々
な活動を行っています。毎日
約50名の親子が利用しており、
交流の場となっています。

【問い合わせ先】
　子育て支援センター
　☎62−5990

土庄町子育て支援センターが
　　　みんな子育て応援団大賞　知事賞を受賞しました

土
庄
町
古
文
書
を
読
む
会

　

旧
町
村
役
場
文
書
の
整
理
を
は

じ
め
、
郷
土
に
残
る
歴
史
的
文
献

の
解
読
な
ど
、
わ
が
町
に
と
っ
て

貴
重
な
財
産
を
後
世
に
伝
え
る
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
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消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す

べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

は
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数

の
約
9
割
に
及
び
ま
す
。
ま

た
、
死
者
の
約
6
割
が
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
住
宅

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
は
、
火
災
の
早
期
発

見
が
不
可
欠
で
あ
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
効

果
的
で
す
。

Ａ
．
す
べ
て
の
寝
室
お
よ
び

寝
室
が
2
階
以
上
に
あ
る
場

合
に
は
、
階
段
に
も
取
り
付

け
が
必
要
で
す
。
天
井
ま
た

は
壁
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、火
災
警
報
器
に
は
、

煙
に
反
応
す
る
﹁
煙
式
﹂
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
、

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
づ
け
さ
れ
ま
す

Ａ
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

消
防
設
備
販
売
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

購
入
の
際
に
は
、
日
本
の

法
令
に
適
合
し
た
日
本
消
防

協
会
の
﹁
NS
マ
ー
ク
﹂
の
付

い
た
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

小
豆
地
区
消
防
本
部
予
防

課　

☎
６
２
︱
２
２
２
０

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
‼

Ｑ
．
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば

　
　

い
い
の
？

Ｑ
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　
　

ど
こ
で
買
え
る
の
？

　民生委員・児童委員は、地域の方々の身近な
相談者であり、必要に応じて福祉サービスと住
民を結びつける役割を担っています。
　福祉に関する悩みごとや、心配ごとがある人
は、気軽にご相談ください。
　連絡先など詳しくは、町役場福祉課までお問
い合わせください。
※渕崎地区の委員が決まりましたので、お知ら
　せします。（１月14日付）

あなたの一番身近な相談員
民生委員・児童委員を紹介します

【問い合わせ先】
　町役場福祉課　☎62−7002

氏　　　名
八木田　雅　人

担当地区
平　木

　県警察が赤穂屋自治会、土庄町と連携し、
赤穂屋交差点に「防犯カメラ付き緊急警報装
置」を設置し、４月１日から運用を開始しま
した。
　この装置は、昨今、全国的に子どもが被害
者となる事件が多発していることを受け、子
どもの安全を確保することを目的に設置され
たものです。装置の管理は自治会が行い、被
害者が警報ボタンを押すと、警報音と赤色灯

により、周辺に緊急事態
の発生を知らせます。緊
急時には、正義のヒーロ
ー「駆けつけ隊」（あらか
じめお願いしている自治
会有志の方々）が駆けつ
けて、子どもの安全確保
や110番通報を行います。

【問い合わせ先】　
　小豆警察署
　　☎82−0110

赤穂屋交差点に
　防犯カメラ付き緊急警報装置が

設置されました
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○仮徴収（年金天引き）の対象の方
　平成23年４月年金支給分より年金天引きが開始されます。天引き額は、平成23年２月天引き分と
同額となります。ただし、４月から新たに天引きが開始される方（平成23年２月に天引きがされて
いない方）につきましては、平成21年中の所得を基に仮計算された保険料の１／６相当の額が天引
きされます。
　平成23年度の保険料額が確定後、10月以降の天引き分で残りの保険料額の調整が行われます。
○仮徴収の対象外の方（普通徴収から開始の方）
　平成23年６月に保険料が確定後、平成23年７月より納付書または口座振替による納付が開始され
ます。その後、年金天引きに移行できる方につきましては10月から天引きが開始されます。
※保険料を年金天引きされている方で、口座振替による納付に変更をご希望の方は、町役場福祉課
　までお申し出ください。

【問い合わせ先】　町役場福祉課　☎62−7002

※所得の少ない方や被用者保険の
　被扶養者であった方に対する軽
　減措置も実施されます。

になります。均等割額　4万7，200円
所得割率　8．81％

平成23年度後期高齢者医療保険料について

平成23年度後期高齢者医療保険料の納付について

後期高齢者医療制度のお知らせ

　平成23年度、土庄町では防犯外灯（LED防
犯外灯）新設事業を実施します。これは、集
落内の安全確保と交通事故防止などのため、
土庄町内の町道の照明灯新設設置に限り、自
治会からの申請に対し、町が一括して設置工
事を行うものです。

申請の方法
　道路照明灯の設置など必要な場所がありま
したら、自治会を通じて申請してください。
※引渡後の維持管理、修理などに要する一切
　の経費は自治会の負担とします。
※予算の範囲内で緊急性の高い箇所から選定
　しますので、ご希望に添えない場合もあり
　ます。

防犯外灯（LED 防犯外灯）
新設事業のお知らせ

申請受付期限
　　平成23年5月31日㈫まで

【申請・問い合わせ先】
　　　町役場建設課　☎62−7006

　ART SETOUCHIの対象エリア（直島、豊
島、女木島、男木島、小豆島、大島、犬島、
高松港周辺）では、瀬戸内国際芸術祭で整備
された施設・作品などがご鑑賞いただけます。
ゴールデンウィーク（４月29日〜５月８日）
は、各島とも無休で公開されます（一部作品
をのぞく）。

【問い合わせ先】
　町役場商工観光課　☎62−7004
☆ART SETOUCHIホームページもご覧くだ
　さい。　http://setouchi-artfest.jp/

　瀬戸内国際芸術祭2010で「将来プロジェ
クト」としてプランが展示されましたピピ
ロッティ・リスト（1962年スイス生まれ）
の作品が完成、４月９日㈯13時30分より一
般公開されます。

瀬戸内国際芸術祭から「ART SETOUCHI」へ
春イベント・シーズンが始まります

〜豊島にアート作品の新作も登場〜
ピピロッティ・
リストの
　新作公開

（場所：豊島
　島キッチン横）
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Town Topics
■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。　町役場企画課　☎62−7014

Town Topics Town Topics
3/24　救急艇の運航訓練 3/13　土庄町フットサル大会

プレミアブロック優勝
イエローノブユンボ

なでしこブロック優勝
FC.Innocent Girls

Town Topics Town Topics

　淵崎村里づくり推進協議会主催により、
第２回井上観音堂オリーブ茶会が開かれ
ました。島内約120名の方が観音様を訪
れ、オリーブのお菓子やお茶碗（小豆島
も含め瀬戸内海の島々をデザインした冨
田焼き：理光作のお茶碗）など好評で、
おしゃべりをしながらお茶会を楽しみま
した。

3/11　土庄町に
車イス2台寄贈

3/20　エンジェルロードに
顔出しパネルが登場

3/20　井上観音堂で      
オリーブ茶会

Town Topics

3/2　土庄町のオリーブの木を
　多度津町に寄贈

小豆地区消防本部から被災地へ２名派遣

　オリーブを瀬戸内海の島々と沿岸市町に
広めることを目的に、土庄町から多度津町
にオリー
ブの成木
１本と苗
木３千本
を寄贈し
ました。

　東北地方太平洋沖地震の発生に伴い、消防庁長官から緊急
消防援助隊に対し出動指示があり、香川県から44名、小豆地
区消防本部からは中野修孝さんと須佐美充男さんの２名が宮
城県気仙沼市本吉地区に
派遣されました。
　3月14日から21日まで
の間、行方不明者の捜索
や救助活動を行い、帰署
した隊員は、岡田消防長
に帰署の報告に訪れまし
た。

　明治安田生命高松支社が行
う社会貢献活動の一環とし
て、社員や契約者がプルタブ
などを集めた収益金で購入し
た車イス２台が土庄町に寄贈
されました。土庄町役場と豊
島公民館に配置されます。

　本町、天神、旭地区の住民でつ
くる「まちんじょ里づくりの会」
がエンジェルロードに顔出しパネ
ルを設置しました。原画は、土庄
高校美術部員によるもので、男女
の天使とエンジェルロードが描か
れています。

　４月１日からの運航を前に、高松市救急艇“せと
のあかり”の運航訓練が土庄港にて実施されました。
　高松市消防局、小豆地区消防本部、中央病院の職
員が参加し、
土庄中央病院
から高松市内
の病院へ患者
の救急搬送を
想定した訓練
が行われまし
た。

　フレトピアホールで第７回土庄町フットサル大会
が開催されました。今大会は、一般26チーム、女性
５チーム、合わせて31チームで過去最多の300名近
くの参加がありました。決勝に進むにつれ、１点を
争う緊迫した試合が多く見られました。
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　介護が必要になる前に予防をする事は、生涯に
わたり自立した生活を送ることにつながります。
　高齢者が介護を必要とするようになった原因の
中で、高齢による衰弱や、転倒・骨折、関節疾患
など、生活機能の低下によるものが、高齢になる
ほど増えています。「体を動かすのがおっくうにな
ってきた…。」「歯が抜けて食べ物が思うように食
べられなくなった…。」などきっかけはささいな事
ですが、体を動かさなくなったり、栄養が不足す
ると、体の筋力が低下し、転倒しやすくなります。
転倒が原因で骨折すると、そのまま介護が必要に
なってしまう恐れがあります。
　
　土庄町地域包括支援センターでは、介護予防教
室（運動器の機能向上・口腔機能の向上）を３か
月間、12回コースで行っています。
　３月に65歳以上の方（介護保険の認定者を除く）
に水色の基本チェックリスト（25項目のアンケー
ト）を送付させていただき、返信していただいた
方で、介護予防が必要と判断した方には、４月中
に介護予防教室の案内をいたします。
　案内が届いた方は、この機会に介護予防の運動
やお口の手入れ、体操などを習得してみませんか？
ご参加お待ちしています。
　今回、案内が届かなかった方も、ご自身で介護
予防をこころがけ、いきいきとした生活が送れる
ようにしましょう。
　

【問い合わせ先】
　　地域包括支援センター　☎62−1234

　日常生活の中でも、ちょっとした工夫で運動
をすることができます。こまめに体を動かす習
慣を身につけましょう。
　通勤中・通勤前後に
　・自宅から仕事場まで速足で歩きましょう。
　ゆっくり歩くより速足の方が運動効果はアッ
　プします。
　勤務時間中に
　・１階や２階分なら階段を利用しましょう。
・昼休みや食後に散歩したりしてみましょう。
・コピーなどの雑用も積極的に体を動かしまし
　ょう。
　家事の最中にできる運動
　・洗濯物を高い位置に干すと、手を上げ伸びを
　するストレッチになります。
・洗い物をしながら、足を肩幅より少し広めに
　開き、かかとをおしりに向けて交互に蹴り上
　げると運動になります。
・買い物で毎日歩きましょう。まとめ買いをや
　めて、買い出しを日課にしましょう。

　厚生労働省の調査によると、昭和50年から昭和52年の間に生まれた方は、ポリオの免疫を保有して
いる割合が他の年齢層に比べて低いことが分かっています。そこで、次のいずれかに該当する場合に
は再度ポリオワクチンの接種を受けることをおすすめします。
　①ポリオウィルス常在国（アフリカ地域・東南アジアなど）に渡航される時
　②お子様がポリオワクチンの接種を受ける時
　希望される方は、病院へご予約の上、予防接種を受けてください。なお、この場合は任意接種にな
りますので、自費で受けていただくことになります。

【申込・問い合わせ先】　土庄中央病院　小児科　☎62−1211（平日９時〜 17時）
　　　　　　　　　　　内海病院　　　小児科　☎82−2121（平日16時〜 17時）

ポリオワクチン追加接種のお知らせ

やすらぎプラザ　ガイド
やすらぎプラザ　☎ 62－1234

▶保健センター

運動不足になっていませんか？
介護予防でいつまでもいきいきと！
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地震災害に便乗した悪質
商法にご注意ください

○55

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

◦公的機関をかたるなどして義援金
　を名目に金をだましとる“義援金
　詐欺”が疑われるもの。

◦家屋の無料点検といって高額な工
　事契約を結ばせるなど“便乗商法”
　が疑われるもの。

◦不安をあおるチェーンメールにも
　要注意。安易に信じず直ちに削除
　を。

　不審に思った時は、すぐに相談し
ましょう。

【問い合わせ先】
　香川県消費生活センター
　　☎087−833−0999
　小豆県民センター　
　　☎62−2269
　町役場企画課　
　　☎62−7014

　発達や言葉に心配のある就学前幼児とその
保護者を対象とした教室です。
　製作やおやつ作りなど、いろいろな事にチ
ャレンジする活動や遊びを用意しています。
また、子育てについての相談にも応じます。
　親子遊びや、保護者同士の話し合いを通し
て、それぞれのお子さんに合わせた関わりや
育て方を一緒に見つけましょう。
　【と　き】　毎月第２金曜　９時30分〜 11時

【ところ】　発達支援・相談センター
　　　　　すくすく教室（ひまわりの家内）

【スタッフ】　児童指導員、相談支援専門　　
　　　　　　　作業療法士、保育士など
※町の保健師・高松養護学校小豆分室の先生
　の参加もあります。

【申込・問い合わせ先】
　すくすく教室　☎62−4636

親子すくすく教室のご案内

　広報とのしょう２月号においてご案内した小児
用肺炎球菌ワクチンとヒブ（Hib）ワクチンが、
予防接種後の死亡事例が報告されたことにより、
接種を一時的に見合わせていましたが、接種が再
開される予定です。
　無料（公費負担）で接種することができますの
で、ご希望の方は、かかりつけの医療機関にご相
談ください。
　また、子宮頸がんワクチン接種については、ワ
クチン不足となり、早期の接種が難しい状況とな
っています。接種を希望される方は、お早めに医
療機関で予約しておきましょう。

【問い合わせ先】　保健センター　☎62−1234

小児用肺炎球菌ワクチン･ヒブワクチン
予防接種についてのお知らせ
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　図書館では期間中、「ポップでさがそう！
わたしのすきな本」と題して、応募のあっ
たポップ作品の展示を行います。
　ポップで、本とのすてきな
出会いがありますように…。
※ポップとは、本を紹介するため
　の手書きの札のことです。

ご家庭で眠っている本は、ありませんか？

14

☎62－0273
開館時間　午前９時〜午後６時
　　　　　（水曜日は午後７時まで）
休 館 日　毎週月曜日
　　　　　4月29日㈮・30日㈯
　　　　　5月3日㈫・4日㈬・5日㈭

◦みんなであそぼっ！
　４月16日㈯　10時〜
　トコトコゆび人形
◦映画会
　４月17日㈰　14時〜
　「ラマになった王様」
◦英語教室
　４月20日㈬　10時〜
　物語を原書で読もう
◦読書会
　４月23日㈯　10時〜
　おすすめの１冊
◦アメリカ文学史講座
　４月24日㈰　13時30分〜
　ニューイングランド文学の開花
◦としょかんこどもまつり
　５月７日㈯　10時〜	
　餅つき・ドミノ・おはなし・おりがみ
◦田中河内介百五十回忌記念資料展
　４月21日㈭〜 28日㈭
　パネル展
◦ポップでさがそう！わたしのすきな本
　４月23日㈯〜５月12日㈭
　こどもの読書週間
◦旅行の本展
　４月28日㈭まで	
　ガイドブック・紀行
◦しかけ絵本であそぼう！ 
　５月１日㈰〜29日㈰	
　ホップアップ・布・音の出るもの

アレックスと私
表装生活
文士の舌
誰でもすぐにつくれる！売れる「手書きＰＯＰ」のルール
やわらかなレタス
全国お元気商店街百選
自分でつける戒名
思い出をなくした男
苦節23年、夢の弁護士になりました
しがみつかない生き方
高山右近　加賀百万石異聞
テコちゃんの時間
大聖堂（上・中・下）
保身
清冽　詩人茨木のり子の肖像
消えた警官
佐野洋子対談集人生のきほん
そういうものだろ、仕事っていうのは
日本の史跡101選
基礎からはじめる着物ﾘﾌｫｰﾑ
ディズニーが教えるお客様を感動させる最高の方法
花桃実桃
君に伝えたい本屋さんの思い出
夢を叶える
ヒコベエ
ステキな詩に会いたくて
カササギたちの四季
この命、義に捧ぐ
催眠(上・下)
エコ織り小物

麻殖生素子
嵐山光三郎
今野　良香
江國　香織

門賀美央子
鏑木　　蓮
神山　昌子
香山　リカ
北川　章人
久世　朋子
ケン・フォレット
小杉　健治
後藤　正治
坂上　　遼
佐野　洋子
重松　　清
史跡選出委員会
高橋恵美子

中島　京子

福島　正伸
藤原　正彦
水内喜久雄
道尾　秀介
門田　隆将
ラーシュ・ケプレル
六角　久子

アイリーン・M・
ペパーバーグ

お元気商店
街研究会

ディズニー・
インスティチュート

日販マーケ
ティング本部

書　　　　　　　名 著　者

催 し も の

新 し い 本

今年の標語「友だち100冊つくるんだ」

2011
第53回　こどもの読書週間

4月23日～ 5月12日
　ご家庭に「もう読まないけど、捨てるのはちょっ
と…」と思っている本がありましたら、ぜひ図書館
にご寄贈ください。皆さまのご協力をお願いします。
　◆場　所◆中央図書館　受付
　◆時　間◆９時〜 18時（休館を除く）
　◆本の種類◆
　　一般文芸書、実用書、児童読み物、絵本
　　（百科事典、マンガ本はご遠慮ください。）
※持ち込みのできない方は、お宅まで伺いますので、
　中央図書館（☎62−0273）までご連絡ください。
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　小豆島とのしょう観光協会は、蛙子池から銚子
渓周辺に約1，000本のさくらを植樹し、「さくらの
森」の整備事業に取り組んでいます。
　桜はまだ若木ですが、ぜひ皆さまに足をお運び
いただき、可憐な花が山々や蛙子池周辺を美しく
彩る景色をご観覧いただきたくご案内申し上げま
す。
   なお、蛙子池記念碑前にて、ささやかながら湯
茶接待（和菓子付）をいたしますので、皆さまぜひ
お越しください。
とき　４月17日㈰　10時〜
　　　（先着100名様　雨天中止）

【問い合わせ先】
　小豆島とのしょう観光協会
　☎62−2009

と　き　５月１日㈰　９時〜12時
ところ　大坂城残石記念公園
内　容　獲れたての海産物や農産物の産直
　　　　販売に加え、衣料品や工芸品の展
　　　　示・販売もあります。
※島太鼓「橄欖（かんらん）」による演奏も
　楽しめます。（９時30分〜）

【問い合わせ先】
　　みなとオアシス大坂城残石記念公園
　　☎65−2865

　春 公園まつり
残石ふるさと市
第21回　春の公園まつり
残石ふるさと市のご案内

小豆島とのしょう観光協会
「さくらの森」花だより

8：30

13：00

10：00

8：30

○第18回土庄町長杯
　　　　　　ゲートボール大会
　　瀬戸ふれあいセンター
○料理教室「いもけんぴ」
　　戸形公民館
○渕崎地区老人クラブ連合会
　（総会・渕崎老人大学開校式）
　　渕崎公民館
○第22回土庄町長杯テニス大会
　　高見山テニスコート

◆　公 民 館　◆

◆　相談案内　◆

○行政相談
　　北浦公民館
○心配ごと相談および交通事故相談
　　総合福祉会館

　　総合福祉会館

○特設人権相談
　　中央公民館図書室
○年金相談
　　中央公民館

４月14日㈭
13：30～16：00

４月19日㈫
13：00～15：00

５月６日㈮
13：00～15：00

４月26日㈫
10：00～15：00

５月６日㈮
10：00～15：00

4 定月 予事行の 4月10日～ 5月9日

◆　主 な 行 事　◆

4月17日

23日

5 月 1 日

3 日

○小豆島尾崎放哉記念館呈茶会
　　小豆島尾崎放哉記念館 10：00
○小豆郡ジュニアバスケットボール大会
　　フレトピアホール 9：00
○春の公園まつり残石ふるさと市
　　大坂城残石記念公園 9：00
○肥土山農村歌舞伎奉納
　　肥土山の舞台 15：00

4月17日

20日

27日

5月８日

◆　やすらぎプラザ　◆

4月11日

12日

15日

18日

21日

22日

26日

28日

○小児マヒ生ワクチン投与
　（ポリオ）
　　豊島神愛館
○乳児健康診査
　（H22年７月生まれ）
　（H22年12月生まれ）
○１歳児相談
　（H22年3月～4月生まれ）
○一般健康相談
○こころの相談室
　（要予約）
○３歳児健診
　（H19年11月～12月生まれ）
○すこやかルーム
　（H23年２月生まれ）
○小児マヒ生ワクチン投与
　（ポリオ）
○２歳児歯科検診
　（H21年１月～３月生まれ）
○歯みがき教室
　（H20年10月～12月生まれ）

14：00

13：00
13：15

13：15
9：30

13：00

13：00

13：15

13：30

13：00

13：30

○お花見に行こう
　（大鐸幼児園へ） 10：00
○誕生会・お楽しみ会 10：30
○作って遊ぼう 
　（こいのぼり） 10：30
　○絵本の読み聞かせ会
　 　（図書館職員） 10：30

◆　子育て支援センター　◆

4月12日　

19日　
26日　

　
毎週水曜日

※毎月第3土曜日（今月は、4月16日）
　も利用できます。

毎月19日は、「かがわ食育の日」
毎日朝ごはんを食べましょう！
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ジュニアリーダーとして
　　　活躍してみませんか？

　ジュニアリーダーは、子ども会行事や地域
行事へ積極的に参加しています。
　特に子ども会では、「小学生の良きお兄さ
ん・お姉さん」として、活動のお手伝い（レク
ゲーム）など大切な役割を果たしています。
　ジュニアリーダー活動に興味のある方は、
ぜひ一度ご連絡ください。

5月13日㈮まで

【お問い合わせ先】
町教育委員会事務局生涯学習課
土庄町子ども会育成連絡協議会　事務局
　TEL 62－7013　　FAX 62－0387

　の3分の2（限度額6万円）
②耐震改修工事（実施設計費用も含
　む）：耐震改修工事に要した費用
　の2分の1（限度額60万円）
　　注意事項
　①所定の講習を受けた建築士が耐震
　診断をする必要があります。
②交付決定前に工事契約を行った場
　合は、補助を受けることができま
　せん。
③県内に営業所を有する事業者が施
　行する場合に限ります。
④申請受付期限は、平成23年12月
　28日までです。（平成23年度分）
　　　　　　　　　　　　　　など	
▷申込･問い合わせ先／
　町役場建設課
　　☎62−7006

合気道教室
　すばらしい合気道、自分の体力や
年齢に合わせて楽しみながら健康法
を身につけましょう。基礎からご指
導いたします。詳しくはお問い合わ
せください。
▷とき／毎週月、木曜日　19時〜
▷ところ／土庄中学校武道館
▷対象者／小学３年生以上
▷問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62−7013

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

講座・教室

土庄町長杯テニス大会
▷とき／５月８日㈰　８時30分〜
▷ところ／高見山テニスコート
▷種目／男子ダブルス
　　　　女子ダブルス
▷対象／郡内に在住、勤務する方
▷参加費／ 1チーム3，000円
　　　　　（中・高生は1，500円）
※参加費は抽選会時に集金します。
▷申込期限／４月28日㈭ 17時まで
▷抽選日／４月28日㈭ 19時30分〜
　中央公民館
※参加チームおよびクラブ代表者は
　必ず出席してください。

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

講座・教室

▷申込･問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62−7013

　次の日程で粗大ごみの収集をし
ます。注意事項をよく確認してル
ールを守って出しましょう。
◇注意事項◇
※町指定ごみ袋（特大）に入るサイ
　ズのごみは出さないでください。
　粗大ごみとは、特大のごみ袋に
　入らない大きさのものだけです。
※町発行のごみ分別表『ごみの分
　け方・出し方』をご確認くださ
　い。『特定家庭用機器・家庭用パソコン・町が収集しないごみ』欄に
　あるものは収集しません。
※事業所のごみは出さないでください。

【問い合わせ先】　町役場住民環境課　☎62−7010

土庄・西浦地区 ４月10日㈰

大部・大鐸・
北浦地区

４月17日㈰

渕崎・四海・
馬越浜・元目・
豊島地区

４月24日㈰

粗大ごみ収集日

粗大ごみの収集のお知らせ

農業振興地域整備計画の全体見
直しに伴い、個別見直しを一時
停止します
　本町では、平成23年度に農業振興
地域整備計画の全体見直しを行いま
す。
　これは、平成22年12月の香川県農
業振興地域整備基本方針の変更を受
けて行うものです。
　全体見直しに伴い、現在定例とし
て年３回（４月、８月、12月）の個別
見直しによる農用地利用計画の変更
申出(農用地区域からの除外･農用地
区域への編入･用途区分の変更)の受
付を一時停止します。
　変更申出を検討している方はご注
意ください。

定例受付の停止期間
平成23年12月分

▷問い合わせ先／
　町役場農林水産課
　　☎62−7007

土庄町民ゴルフ大会
中止のお知らせ

　5月22日㈰に開催予定でした
第20回土庄町民ゴルフ大会は、
この度の東北地方太平洋沖地震
に伴い、開催を中止することと
なりました。
　参加を予定していた方々には
誠に申し訳ありませんが、ご理
解のほどよろしくお願いします。

	土庄町民ゴルフ推進協議会
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区　　分

募　 集　 人　 員

応　 募　 資　 格
　（日本国籍を有し、
地方公務員法第16条
に該当しないこと）

申　 込　 書　 類 
（ 郵 送 可 ）

申　 込　 期　 間

試 験 日 時・ 場 所 

採 用 予 定 年 月 日

申込・問い合わせ先

社会福祉士
（臨時職員）

１名 若干名

①65歳未満の方 
②社会福祉士の資格を有する方
③普通運転免許を有する方

①60歳未満の方 
②幼稚園教諭免許を有する方

①申込書（役場所定のもの） 
②資格証明書の写し

４月５日㈫から22日㈮までの平日
午前９時から午後５時まで

（郵送の場合は期間内必着）
随　時

別　途　通　知

平成23年５月１日 随　時

町役場企画課　☎62−7014
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　土庄町臨時職員募集

平成23年度から町内の住宅に対
する耐震診断・耐震改修工事に
要した費用の一部を補助します
　　補助を受けられる方
　①土庄町内において自ら居住してい
　る住宅の所有者
②町税などを滞納していない方
　　対象となる住宅の要件
　①昭和56年5月以前に建てられた戸
　建住宅、長屋、併用住宅（住宅部
　分が2分の1以上に限る。）
※賃貸住宅、社宅は除きます。
②建築基準法の規定に基づく違反が
　ないこと
③耐震診断や耐震改修工事を行った
　後、主たる居住の場として、引き
　続き利用すること
④耐震改修工事にあたっては、耐震
　診断により、倒壊する危険性があ
　るとされたもの
⑤民間住宅耐震対策支援事業交付要
　綱に基づく耐震対策を過去に行っ
　ていないこと　　　　　　　など
　　補助の内容
　①耐震診断：耐震診断に要した費用

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

講座・教室

区　　分

募　 集　 人　 員

応 募 資 格

（各職とも日本国籍
を有し、地方公務員
法第16条に該当しな
いこと。）　　　　　

申　 込　 書　 類

採 用 予 定 年 月 日

試 験 日 時・ 場 所

試 験 内 容

申　 込　 期　 間

申込・問い合わせ先

小豆島老人ホーム正規職員 
（看護師）

１　名

①昭和36年４月２日以降に生まれた方

②看護師の資格を有する方

③普通自動車運転免許を有する方または採用予定日までに取得見込の方

①申込書（指定のもの） 
②履歴書（指定のもの） 
③自動車運転免許証の写し

④看護師免許証の写し 
⑤健康診断書（指定のもの）

小豆島老人ホーム臨時・嘱託職員 
（介護員）

３名程度

①60歳未満の方（定年が60歳）

②高校を卒業した方

④最終卒業学校の卒業証明書 
　　（卒業証書の写し可）

随　時

別途通知

作文および面接

　随　時（採用予定者数に達した時点で終了とします。）

　小豆地区広域行政事務組合　事務局　☎62−6565

小豆島老人ホーム嘱託職員 
（看護師または准看護師）

１名程度

②看護師または准看護師の資格を有する
　方

④看護師免許証または准看護師免許証の
　写し

　小豆地区広域行政事務組合職員募集

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

講座・教室

家庭内
参画関係
円
ま　る

満くなる

《男女共同参画標語⑨》

土庄町男女共同参画推進委員会

幼稚園臨時講師
案内板
Information
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豊 島 公 民 館
大 部 公 民 館
戸 形 公 民 館
渕 崎 公 民 館
土庄中央病院
中 央 図 書 館

子育て支援センター
総合福祉会館
フレトピアホール

168−2050
167−2050
162−0108
162−5990
162−1211
162−0273
162−5990
162−2700
162−7077

健 康 増 進 課
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
　教育総務課
　生涯学習課
中 央 公 民 館
大 鐸 公 民 館
北 浦 公 民 館
四 海 公 民 館

162−1234

162−7012
162−7013
162−0238
162−0704
165−2050
164−5050

商 工 観 光 課

出　　納　　室

建　　設　　課

農 林 水 産 課

　地籍調査室

水　　道　　課

人 権 対 策 課

議 会 事 務 局

162−7004

162−7005

162−7006

162−7007

162−7008

162−7009

162−7015

162−7011

総　　務　　課
企　　画　　課
　少子化対策室
税　　務　　課
　債権管理室
福　　祉　　課
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票
　衛　生・環　境

162−7000

162−7014

162−7001
　
162−7002
　
162−7003
162−7010
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　３月17日と18日、町内５つの小学校で卒業式が行われ
ました。
　土庄小学校（全校生233名）では、38名の子どもたちが
卒業の日を迎えました。６年生はクラスのテーマを「き
ずな」と決め、１年間さまざまな活動に取り組んできま
した。
　式では、お世話になった先生方や在校生に別れを告げ
るとともに、両親に感謝の気持ちを伝えました。そして、
みんなに見守られながら、担任の木村美智代先生を先頭
に新しい世界へ晴れやかに巣立っていきました。

池　本　直　正
蓮　池　藤　子
笠　井　一　好
東　滝　信　子
笠　井　キヨコ
杉　本　次　子
三　枝　詔　資
三　輪　ヒサ子
山　上　惣　太
須佐美　君　子
藤　井　　　豊
赤　谷　末　吉
三　木　團　司
藪　脇　喜美代
木　下　理　凱
岡　　　欣　一
髙　尾　トシコ
吉　岡　末　野
安　岐　政　雄
前　川　昭　吾

（73）
（80）
（83）
（61）
（99）
（77）
（68）
（89）
（58）
（87）
（87）
（52）
（64）
（80）
（66）
（77）
（93）
（87）
（95）
（81）

日　進
柳

大木戸
大木戸
大木戸
港新町
東　港
淵崎西
淵崎東
赤穂屋
赤穂屋
北　山
肥土山
小馬越
小　海
伊喜末
伊喜末
沖　島
家浦浜
唐櫃岡

秀　章
和　繁
浩　次
浩　一
征　洋

松本　幸
良

英　幸
博　史
一　郎
富治女
太　一
貴代美
博　之
慶　子
眞　澄
利太郎

役重幸信
昭

俊　介

●お　く　や　み ごめいふくをお祈りします

氏　　名 年齢 届出人 地　区

◎掲載を辞退される方は届出窓口でお申し出ください

人　口
世帯数

15,010
6,270

－148
－824

－226
－305

区　分 前月比 前年比

出生　19
死 亡　22
転 入　26
転 出 161

2月の動き3月１日

区　分 2月 １月からの累計

救　　急　
出動件数　47件
搬送人員　40人

町内の救急・火災概況（２月分）

発生件数
死亡者数
負傷者数

8件
　　0人
11人

11件
10人
11人

2月21日～
　3月20日受付（敬称略）

★赤ちゃん誕生 おめでとうございます

出生児 届出人 地　区

富　広
良　徳
正　剛
英　樹
俊　宏
陽　一

小　瀬
淵崎東
赤穂屋
馬　越
上　野
向　町

中　川　福
ふく

　支
し

青　井　　　愛
あい

奥　村　桃
もも

　李
り

白　句　大
たい

　翔
と

岡　　　柚
ゆず

　花
か

砂　子　心
こ

　陽
はる

火　　災　
出火件数　51件
焼損面積260㎡

♥ご　結　婚 おめでとうございます。おしあわせに

原　田　洋　一　 ・ 　いずみ
大　森　雄　介　 ・ 　奈　々
来　　　勝　正　 ・ 　由　起
髙　本　賢　一　 ・ 　　碧
長　田　　　歩　 ・ 　奈緒美
中　川　康　弘　 ・ 　美　喜

西本町
西本町
鹿　島
赤穂屋
馬　越
小　部

　氏　名　　夫　　　　　　妻 地　区

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！
Ｈ23．4

はばたけ未来へ

※島の人口は、平成22年国勢調査確定値が公表
　されしだい掲載します。

※平成22年国勢調査速報値に基づく
　人口。男性、女性の人数について
　は、平成22年国勢調査確定値が公
　表されしだい掲載します。

４月


